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Intelligenceのアカウント構造
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Intelligenceには3つのユーザーロールがあり、それぞれ以下の役割を想定しています

ユーザーロールと権限

● 管理者（Admin） ：データソースの連携、ユーザーの管理

● パワーユーザー（PowerUser） ：ダッシュボードページの構築

● ビューワー（Viewer） ：閲覧のみを行うユーザー

各ユーザーロールの権限の詳細については、Salesforceヘルプ「ユーザーロールと権限」をご確認ください。

https://help.salesforce.com/s/articleView?id=sf.dato_getstarted_roles.htm&type=5


ユーザーのアクセス権限
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※一例として、以下の場合を想定
● ワークスペースの契約数：2
● ユーザーA：アカウント全体にアクセス可能な管理者
● ユーザーB：ワークスペース①のみアクセス可能な管理者
● ユーザーC：ワークスペース②のみアクセス可能な管理者
● ユーザーD：コレクション②のみアクセス可能なビューワー

２
２

２
データストリーム

別ワークスペースのデータストリームは参照不可




